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医療情報のネットワーク化を推進するメディカル・データ・ビジョン株式会社（本社：東京都千代田区 代表取締役社
長：岩崎 博之）は、九州地区初として、社会医療法人博愛会 相良病院（鹿児島県鹿児島市、理事長：相良 吉
昭、以下、相良病院）への 「CADA-BOX」 導入が決定したことを知らせいたします。
「CADA-BOX」は、当社が提供する、患者が自身の診療情報の一部（≒カルテ情報）を管理・閲覧できる「カルテコ」を付
帯した病院向けの仕組みです。

九州地区で初
博愛会 相良病院 (鹿児島県鹿児島市)への「CADA-BOX」導入が決定

～婦人科系疾患のトータルケアに活用～

【 相良理事長より 、導入決定の背景についてコメント 】

【 相良病院について 】
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： 社会医療法人博愛会 相良病院
： 1946年8月
： 相良 吉昭
： 鹿児島県鹿児島市松原町3-31
： 乳腺科、甲状腺科、婦人科、緩和ケア科、形成外科、女性内科、放射線診断科、放射線治療科、
病理診断科、麻酔科

： 80床
： http://www.sagara.or.jp/index.html

相良病院は、女性の医療分野を中心に、予防から検診、治療、緩和医療まで一貫
した医療体制を整え、「女性のためのトータルケア」を推し進めています。1973年に九州
地区で初めてマンモグラフィを導入し、2014年には全国で初めて唯一、乳がん領域にお
いて「特定領域がん診療連携拠点病院」に認定されるなど、特に乳がんの専門病院とし
て全国的な評価を得ています。

「CADA-BOX」導入を決定したのは、この仕組みが当院の理念である”共に在り、共
に歩む“に合致したからです。予防から治療後の緩和医療までの長期的なトータルケアを
行うためには、患者の皆さまと医療従事者が情報を共有し、共に病気と向き合っていくこ
とが必須です。「CADA-BOX」に付帯されている「カルテコ」はまさにそれを実現するサービ
スであり、患者の皆さまにとっても有益なものになると信じております。

今後は、より一層、患者の皆さまの生活を支え、絆を生み、そして信頼される医療に取り
組むため、我々が大きく展開する「さがらウィメンズヘルスケアグループ」での活用も視野に
入れています。


